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１．研究計画の概要 
 従来の西アフリカ農業に関する学術研究
は、主として海外輸出向け換金作物を生産す
る地域を対象とする研究に重点がおかれて
きた。 
 本研究の目的は、現地調査実施の可能性、
研究成果の現地へのフィードバックの可能
性などを考慮しつつ、現在、日本政府も積極
的に支援活動を行っている西アフリカ地域
を調査研究対象地域として選定し、その農業
生産構造の解明による農業・農村開発ための
具体的方途を探ることにある。そのため、本
研究の実施期間は概ね４か年とし、具体的な
研究対象国を、旧イギリス植民地であったガ
ーナ、ナイジェリア、シエラレオネとし、各
国の比較研究も視野に入れつつ、既存の文献
と統計データの収集・分析および伝統的な農
業を営む数か村（各国２～３か村）に現地実
態調査の拠点を設け，以下の研究課題につい
ての実証的研究を行う。すなわち， 
（１）農家および集落レベルにおける営農体
系の解明と農業生産構造分析 
（２）農産物加工と流通システムの解明 
（３）農民組織化の実態把握と参加型開発の
可能性の検討 
（４）営農技術の開発・普及システムおよび
農民教育のあり方の検討 
（５）農村社会システムと制度的改革 
（６）農業開発政策の展開と課題，などであ
る。 
 本研究の目的は「農業の担い手の存立構造
を明らかにし、現地で営まれている営農様式
を的確に把握した上で、農業・農村の開発方
途を学際的・総合的視点から考究し，実現可
能な具体的方策として提示する」ことであり, 
そのため，本研究では、農業経営学および農

業経済学の分野を中心としつつ，社会科学分
野における多面的かつ総合的な研究方法を
採用して実施している。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究ではその活動の大部分が海外の現
地調査となっているため、研究を開始した
2008 年度より、研究対象地域の西アフリカに
滞在して実態調査を進めてきた。 
 実態調査では、研究目的にあげた６項目の
研究課題を明らかにするため，村落レベル，
家族レベレ，農民レベル，圃場レベレ，作物
レベルという５つの段階からそれぞれの実
態を把握するための聞き取り調査を行って
きた。 
 各項目の実態把握の状況に関しては以下
の通りである。 
（１）営農体系の解明と農業生産構造 
 研究対象地域の営農体系は，近年の市場経
済化に伴い，今まで培われてきた農業様式が
変化しつつある。この点もふまえた現地調査
によるデータ収集を行った。 
（２）農産物加工と流通システム 
 農産物加工は従来の技術に依存しており，
また流通システムも慣習的な地場市場への
依存度が高い。こうした状況の聞き取り調査
を実施した。 
（３）農民組織化と参加型開発 
 現在の農民組織の活動内容は具体性に乏
しく，実態の把握は難しい。そのため，いく
つかの農民組織の活動の調査を実施した。 
（４）営農技術の普及と農民教育 
 営農技術の改善は，遅々としながらも着実
に前進している。現在積極的に導入されつつ
ある畜耕や外給財の導入などについて調査
を実施した。 
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（５）農村社会システム 
 現在，土地の分割や家族の移転などといっ
た問題が露出してきている一方で，個人主義
的な発送もみえつつある。こうした現状を把
握するための調査を行った。 
（６）農業開発政策の課題 
 西アフリカのいくつかの国では，外貨獲得
手段となる換金作物栽培を優遇する一方で
国民を養うべき食料作物栽培は冷遇さるケ
ースも少なくない。こうした現状を把握する
とともにその問題点について調査を実施し
た。 
 これまで実施してきた現地調査の結果か
ら，多くの事柄が明らかになってきた。今後
は，それらの実態を取りまとめ，学術的およ
び総合的な視点からの農業・農村の開発方途
を模索する。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進捗している。 
 本研究では、進捗状況でも記したように，
現地での実態調査によって研究課題の解明
に努めてきた。現在までの目的にあげてきた
現地調査の実施内容については，研究課題の
６項目のほぼ全域でデータ収集を行ってい
るため，本研究課題はおおむね順調に進捗し
ていると判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究の進め方として，これまでに収
集した調査データを早急に取りまとめ，最終
年度である平成 23 年度には，実態把握の不
足箇所の整理行った上で，補足調査を実施し，
最終的なとりまとめ作業を行う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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